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３　学習計画
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本校体育実技ノート,アクティブスポーツ（大修館）,現代高等保健体育　（大修館）

単　位　数

　学科・学年・学級

3

　　　普通科普通・第２学年男女
　　　普通科創造表現コース第２学年男女

月

前
期

「体育授業の受け方」について確認
集団行動，体力トレーニング，ラジオ体操
　

各運動について，技・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，各種目特有の技能
を高めることが出来るようにする。武道では得意技を用いた攻防が展開できるようにす
る。
各運動に主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを
大切にしようとすること，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること，合
意形成に貢献しようとすることなどや，健康・安全を確保することが出来るようにする。

感じを込めて踊ったり，仲間と自由に踊ったりする楽しさや喜びを味わい，それぞれ特
有の表現や踊りを高めて交流や発表が出来るようにする。
創作ダンスでは，表したいテーマにふさわしいイメージをとらえ，個や群で，対局の動き
や空間の使い方で変化をつけて表現したり，イメージを強調した作品にまとめたりして
踊る。
現代的なリズムのダンスではリズムの特徴を強調して全身で自由に踊ったり，変化とま
とまりをつけて仲間と対応して踊る。

「運動・スポーツの学び方」について学習する。
スポーツの技術と戦術
技能の上達過程と練習
効果的な動きのメカニズム

教科・科目 保健体育科・体育

学習の到達目標
・各種運動の合理的な実践や競争・協同の経験を通して，運動技能を高め,競技の規則を守り，互いに協力をして
責任を果たすなどの態度を育てる。
・健康・安全に留意して，運動すると共に体力の向上を図り，心身のバランスのとれた発育をうながす。

使用教科書・副教材等

学
期

時
数

学習内容

年間指導計画表

　d.　知識・理解

観点 評価方法 配分

授業
実技用ファイル

25%

授業
実技用ファイル

体つくり運動

ダンス

25%

授業
実技用ファイル

25%

　b.　思考・判断・表現

様式６

　c.　技能

学習のねらい
評価の観点

スキルテスト

趣旨

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう，構成，協力，責任，参画などに対
する意欲を持ち，健康・安全を確保して学習に主体的に取り組もうとする。

生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指した，自己や仲間の課題に応じた
運動を継続するための取組方を工夫している。また，自己や仲間の状況に応じて体
力を高めるための運動を継続するための計画を工夫している。

運動の合理的な実践を通して，運動の特性に応じて勝敗を競ったり，攻防を展開した
り，表現したりするための各領域の運動の特性に応じた段階的な技能を身に付けて
いる。

運動の技術(技)の名称や行い方，体力の高め方課題解決の方法，練習や発表の仕
方，スポーツを行う際の健康・安全の確保の仕方について具体的な方法，スポーツ
の歴史，文化的な特性や現代スポーツの効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツ
ライフの設計の仕方を理解している。

体つくり運動
　
　
 
選択Ⅰ(男女共修）
陸上競技，器械運動，水
泳，球技，武道，ダンスか
ら選択

ダンス（男女共修）

体育理論

　a.　関心・意欲・態度

25%

自己のねらいに応じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図るための継
続的な運動の計画を立て取り組むことができるようにする
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学習内容

後
期

学
期

月 学習のねらい

【その他】
・各種目の積極的な参加と運動の特性を理解し，自ら考え，工夫して取り組み，ゲームなどを楽しめるようになってほしい。
・自分の体力を知り，自己の体力の向上に何が必要か課題意識を持ち，具体的な目標設定ができるようになってほしい。
・運動技能の習得だけでなく，準備や後片付けなど協力共同の場面で積極的に行動してほしい。
・安全に配慮し，互いが協力しながら楽しく授業に参加してほしい。

・授業を休まない。また，見学をするときは，授業担当者に事前に申し出て，見学ノートを提出する。
・体操服を忘れない。また，体操服をきちんと着用する。
・授業開始時間を守る。（着替えを敏速にする。）

選択Ⅱ(男女共修）
球技，武道から選択

体育理論

各運動について，技・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，各種目特有の技能
を高めることが出来るようにする。武道では得意技を用いた攻防が展開できるようにす
る。
各運動に主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを
大切にしようとすること，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること，合
意形成に貢献しようとすることなどや，健康・安全を確保することが出来るようにする。

「運動・スポーツの学び方」について学習する
技能と体力
体力トレーニング
運動やスポーツでの安全の確保

自己に適したペースの維持やペースの変化に対応して走ることができるようにする
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受け止め，ルールやマナー
を大切にしようとすること，役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること，
合意形成に貢献しようとすることなどや，健康・安全を確保することが出来るようにす
る。

各運動について，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，作戦や状況に応じた技能や仲間
との連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。
球技に主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，役割を積極
的に引き受け自己の責任を果たそうとすること，合意形成に貢献しようとすることなど
や，健康・安全を確保することが出来るようにする。

陸上競技

マラソン大会
選択Ⅲ
サッカー，バレーボールか
ら選択

評価の観点


